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家庭科とは句生活そのものを取り扱う教科であるため，それぞれの場面が単独で存在するもので

はなく，複雑に相互作用し，様々な知識や技能の応用として成り立っている。またq 家庭科はより

よく生きるための生活実践力を学ぶ教科でもあるためヲその学習方法の適用についてはヲ学習内容

を子どもが自分の問題としてとらえることができるような手立てが必要となる l）。そして，これか

らの社会を創造する子どもにとって9 自らが主体となってその問題に取り組み，主体的に知識や技

能などの能力を身につけるとともにヲ自らの活動を振り返ることによってヲよりよくしながら前へ

もつことも非常に重要である。またヲ家庭科の授業では，子どもが主体的に学ぶため

自己の生活においての課題をみ》つめヲ学習したことを生活に生かす力を身につける

とされている 2）。そこでヲ本研究の家庭科分野においては，一人一人が向いをも

生活の中の課題を多面的にとらえ，修得した技術を活用し自ら解決する姿として

とらえることをメインテーマとした。

小学校の公開授業研修会では，『自分にできる家庭の仕事を考えよう』の中で9 夏休みに実践す

る仕事に対しヲよりよく実践するために必要なことや調べていきたいことを考えさせる授業を行っ

た。「家庭での夏休みの仕事」という家庭との関わりを強く意識できる課題設定にしたことで家族

の一員として身近な生活を考え，家族の大切さを見つめ直すことに、つなが、ったと思われた。またョ

学級全体や小グループOでの話し合いをする学習形態にしたことでヲ友達の意見や考え方を取り入

れヲ自分なりに「夏休みの仕事」に対ーする課題をいろいろな視点から見つけようとする姿も見られ

先生からの問いかけや児童潤の話し合いの中で生まれた「問い」を追求する姿にもつながって

いた。中学校では『自分の生活が身近な環境に与える影響を考えよう』を題材としヲ遠足でカレー

を作るという設定で，調理の際に出てくる汚れヲゴミなどについて環境に与える影響を考えた。

「環境」は非常に重要な課題ではあるものの，フードマイレージラ二酸化炭素排出量，エネ

負荷量ヲホ環境などの要素が多数ある中で，何と結びつけて考えさせるのかヲまた条件（範囲）

をどこまでにするかで，授業内容や方向性が大きく変化する非常に難しい分野でもある。本授業

では，「遠足でカレーを作る」という条件設定にした。生徒は2年生の遠足で，グループごとに飯

ごう炊きんでカレー作りを経験しておりヲグ、ノレープ閣での話し合いの際，共通の体験をもとにス

ムーズに意見を出し合うことができていた。また，「環境」について事前にDV Dをイ吏った授業

さらに授業では「環境」の指標をエネルギーに限定しヲよりよく理解するための資料提示を

行ったことで司難しい「環境」の内容を身近なこととして捉え，問題解決に集中して取り組む姿が

見られた。

家庭科での学習を実際の生活で継続的に活かす力を得るためには，生活を営む上で生じる課題に

ついて自ら判断して課題を解決できる問題解決能力が必要とされる。しかしヲ子どもを取り巻く社

はめまぐるしく変化し9 家庭生活も多様化している。休日や放課後には習い事をしている子

どもも多くラ生活体験が不是している傾向にある。このような匂生活体験の不足は家庭生活に対す

る意識り関心の低下につながると懸念される。家庭科の授業を通しヲ友達や家族などと情報交換し

たりうアドベイスを得ることはq 子どもの家庭生活に対する意欲ラ関心の高まりにつながるものと

も家庭科の授業を通し9 生活をよりよくするためにヲ常に「聞い」をもちヲ自分

に生かしヲ問題を解決していく力を子どもたちに身につけさせたい。

（共同frif究者：島根大学教育学部人間三五活正義境教育講座，鵠永 陽子）
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捜繍＠襲安躍科（醸韓守分野） ＇とおける学秒、観ける子どもの曹長賞

平成18年に教育基本法がラ約60年ぶりに改正され10年余が経過した。改正教育基本法にはラこ

れまでのラ普遍的な理念を大切にしつつq 新しい時代の基本理念が示されたわけであるQ そこに

はラ①矢口。徳・体の調和がとれヲ生涯にわたって自己実現を目指す自立した個人，②公共の精神を

尊び，国家・社会の形成に主体的に参画する国民ラ③我が国の伝統と文化を基盤として国際社会を

生きる日本人の育成を目指すことが示されている。このことはヲすでに教育関係者に周知されると

ともにラさまざまな法整備や学習指導要領に反映され，学校現場での教育活動が展開されている。

今回はラまず，この中から，改正教育基本法17条に新しく定められた教育振興基本計画策2期分

（平成25～29年度）が進行しているため，このことについて紹介する。

第2期教育振興基本計画には前文がありヲその第 1番目に「今正に我が固に求められているも

のヲそれは「自立 a 協働。創造，に向けた一人一人の主体的立学び」であるとしてヲ「自立J，「協

働J，「創造」の 3つの理念が示されている。この理念の一つで、あるヲ「創造」についてみると，「自

立。協働を通じて更なる新たな価値を創造していくことのできる生涯学習社会」とありヲ主として

高等教育段階の取組であるがラ「知識を基盤とした自立ヲ協働ヲ創造の社会モデル実現に向けて，

「生きる力」の基礎に立ちラ生涯にわたり学び続けヲ主体的に考えヲどんな状況にも対応できる課

題探求能力を有する多様な人材を育成する」としている。すなわちラこれまでは，学校教育で身に

つけた知識。技能等でその後の社会生活が送れる時代であった。しかしヲ現在はヲ社会の変化が激

しく，学んだことが急速に時代遅れで役立たなくなる。このためヲ変化に対応しjと新たな価値の創

造や生涯にわたり学び続けることが必要な社会となった。そこでヲこのような人づくりが学校教育

に求められているわけである。

一方ヲ附属中学校ではラ「学び続ける子どもの育成～一人一人が問を持ち追求する姿を目指して

～」と題してラ研究に取り組んでいる。さらに9 技術。家庭科ではヲ「よりよい生活を目指して工

夫し創造する技術・家庭科学習生活の中の課題を多面的にとらえヲ解決する力の育成を通して－J

として，研究主題を教科で具現化する取組が行われている。実際には，多面的に課題をとらえ自分

の聞いを持ち，追求する力を高めている。具体的な取組として， DL材を活用した踏み台の設計が

展開されている。丈夫ι軽色作りやすさなどから踏み台の構造をみることで，多面的に課題を

とらえるとともにラ生徒一人一人がり間いを繰り返しながら課題を追求し，解決を図るものであ

る。実践の結果ヲ「解決したい問題があるとき9 その解決方法を自分なりに考えようとしています

かJとする間に対する肯定的な回答が増えるなど9 研究主題に対する成果が確認されている。こ

はヲまさに教育振興基本計画の理念と軌をーにするものであり，理念の具現化に他ならない。

教育にはヲ教育基本法をはじめとした理念を示す各種の指針があるが，実際にはう学校の先生方

がヲ授業中に理念の具現化を図らなければ，実現は不可能である。しかも，理念の具現化にはヲさ

まざまな方法があり，みんながその在り方を模索中である。今回の附属中学校の実践はq その一つ

の道筋を示すものであり勺推奨されるべき取組であると考える。

現行学習指導要領技術＠家庭科の目標は「生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得

通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深めヲ進んで生活を工夫し創造する能力と実践的

を育てる。」である。以前から，教科目標に「創造Jという言葉が盛り込まれていたが喝間

代社会に必要な教育の理念の一つが，教科呂擦と一致L，教科の重要性がますます高まったとい

る。技術分野ではりこの工夫L創造する能力と実践的な態度の育成のためにヲいろいろ

切に評緬し活用することに取り組んでいるが，ここでも，一人一人が問を持ち追求する

ることを確認して，結びとしたい。

（共同研究者：島根大学教育学部人間生活環境教育講座橋爪 一治、i
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